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(2) 1 分以内の成形時間が実現可能な工法として注目される熱可塑性 FRP（FRTP）シートのプレス成形工法を対象と






 以上のように，本論文ではシミュレーション手法の確立が期待される FRP のプレス成形を対象とし，成形挙動を正
確に予測できる有限要素モデルとしわの予測手法を提案するとともに，プレス成形性評価に対する提案手法の有効性
を示したものである．提案手法により，しわを含めた成形性を解析で予測できるため，成形不良の生じない最適な成
形条件の探索が可能であるなど，FRP の量産成形技術の確立に寄与するところが大きい．よって本論文は博士論文と
してとして価値あるものと認める． 
 
 
